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超短パルスを用いた分光計測は、時間分解分光を用いた物性評価において重要である[1]。これ

まで我々は、空間光変調器(SLM)型パルスシェーパを用いた超短パルスの波形整形に取り組んで

おり[2]、分光などへの応用を検討していた。近年、我々はスペクトログラム制御による色選択マ

ルチパルスの生成を実験的に検証した[3]。色選択マルチパルスは各光パルスが異なる波長成分で

構成されているため、それぞれのパルス自身が分光情報を持っている。そこで、色選択マルチパ

ルスを用いて固体サンプルの群屈折率を簡便に得る手法を考案し[4]、原理検証したので報告する。 

色選択マルチパルスが媒質を通過すると、媒質の群屈折率に応じてパルスの時間シフトが生じ

る。空気もしくはサンプルを通過した色選択マルチパルスの時間差を比較することにより、各光

パルスを構成する波長におけるサンプルの平均群屈折率の絶対値を算出することができる。Fig. 1 

(a)に、モード同期チタンサファイアレーザと SLMパルスシェーパを用いて生成した色選択マルチ

パルスが、空気を通過したときの時間波形を示す。時間波形はクロスコリレータを用いて計測し

た。SLMパルスシェーパの制御と分光器を用いて、各光パルスの帯域幅は 10 nmであり、中心波

長がそれぞれ 10 nm異なることを確認した。Fig. 1 (b)に、色選択マルチパルスが OHARA社のガ

ラス(S-BSL7 厚み 30 mm)を透過したときの時間波形を示す。Fig. 1(a)と(b)の各パルスの時間差か

ら算出した波長ごとの群屈折率を Fig. 1 (c)に示す。実験結果とセルマイヤーの近似式を比較した

ところ、差は 10-4のオーダーで合致し、本手法の原理実証ができた。 

   

Fig. 1. Temporal waveforms of color-selective multiple pulses through (a) air or (b) S-BSL7 glass. (c) 

Measured group refractive index of S-BSL7 glass. 
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